
（参 考）

◎検討体制
環境省では、この検討を科学的に行うため、総合環境政策局長の委嘱により、学
識経験者や専門家等からなる環境影響評価技術検討会を設置し、環境分野別に検討
を行っている。

＜検討会体制図＞

大気・水・環境負荷分野の環境影響評価技術検討会

◎「環境の自然的構成要素の良好な保持」と「環境の負荷」の分野
座長：中西弘山口大学名誉教授
座長代理：永田勝也早稲田大学教授

大気分科会 【大気汚染、悪臭】
座長：永田勝也早稲田大学教授

水環境分科会【水質汚濁、湖沼、海洋、土壌、地盤、地下水等】
座長：中西弘山口大学名誉教授

騒音分科会 【騒音、振動、低周波空気振動等】
座長：橘秀樹東京大学教授

環境負荷部会【地球環境、廃棄物等】
座長：永田勝也早稲田大学教授

生物の多様性分野の環境影響評価技術検討会

◎植物、動物、生態系、地形・地質等

座長：大島康行（財）自然環境研究センター理事長
座長代理：小野勇一北九州市立自然史博物館館長・清水誠東京大学名誉教授

陸域分科会 座長：大島康行（財）自然環境研究センター理事長

陸水域分科会 座長：小野勇一北九州市立自然史博物館館長

海域分科会 座長：清水誠東京大学名誉教授

自然との触れ合い分野の環境影響評価技術検討会

◎景観、触れ合い活動の場

座長：熊谷洋一東京大学教授




